
一
般
会
計
予
算
に
対
す
る
討
論

賛
　
成

反
　
対

令
和
３
年
度
一
般
会
計
予
算
は
、
３
月
定
例
会
最
終
日
に
可
決

さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
議
決
に
先
立
ち
、
同
予
算
に
対
す
る
討
論
が

行
わ
れ
、
３
人
の
議
員
か
ら
賛
成
意
見
が
、
１
人
の
議
員
か
ら
反

対
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
概
要
は
次
の
と
お
り
で
す
。

●
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡

大
に
よ
る
社
会
生
活
や
経
済
活
動

へ
の
影
響
は
大
き
く
、
市
民
生
活

と
市
内
産
業
を
守
る
た
め
、
コ
ロ

ナ
対
策
に
対
応
し
た
予
算
と
理
解

す
る
。
５
つ
の
政
策
に
沿
っ
て
意

見
を
述
べ
る
。「
都
市
づ
く
り
」
で

は
、
安
全
安
心
な
市
民
生
活
に
影

響
を
及
ぼ
す
こ
と
の
な
い
よ
う
、

綾
瀬
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン

ジ
周
辺
の
道
路
整
備
や
交
通
量
調

査
な
ど
を
行
う
。「
産
業
の
活
性

化
」で
は
、特
色
の
あ
る
観
光
の
創

出
や
商
品
開
発
、
中
小
製
造
企
業

へ
の
支
援
の
ほ
か
、
新
規
就
農
者

の
育
成
強
化
な
ど
、農
･
商
･
工

に
重
点
的
に
取
り
組
む
。「
地
域
福

祉
社
会
の
実
現
」
で
は
、
後
期
高

齢
者
健
診
結
果
の
デ
ー
タ
化
や
ウ

ィ
ズ
コ
ロ
ナ
時
代
の
健
康
寿
命
延

伸
に
取
り
組
み
、
生
活
習
慣
病
の

重
症
化
予
防
を
図
る
。「
子
ど
も
･

女
性
政
策
」
で
は
、
待
機
児
童
解

消
に
向
け
、
既
存
保
育
所
等
の
定

員
拡
充
を
促
進
す
る
が
、
保
育
士

の
確
保
も
必
要
で
あ
り
、
処
遇
改

善
へ
の
取
り
組
み
を
要
望
す
る
。

「
都
市
の
質
の
向
上
」で
は
、
市
民

が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く

り
に
資
す
る
た
め
、
集
中
豪
雨
に

対
応
す
る
比
留
川
河
床
整
備
の
測

量
と
実
施
設
計
を
行
う
。
感
染
症

や
社
会
経
済
の
状
況
を
見
据
え
な

が
ら
、
市
民
ニ
ー
ズ
を
的
確
に
捉

え
、
時
に
は
計
画
の
見
直
し
や
急

に
対
応
せ
ざ
る
を
得
な
い
決
断
も

必
要
に
な
る
と
思
う
が
、
市
民
生

会　計　名 令和 3年度
対前年度比

増減額 増減率

一 般 会 計 281億3,000万円 △12億1,000万円 △4.1％

特　

別　

会　

計

国民健康保険事業 85億4,900万円 △1億6,100万円 △1.8％

深谷中央特定土地区画整理事業 ― △2億1,500万円 皆減

介 護 保 険 事 業 59億5,900万円 3億7,800万円 6.8％

後期高齢者医療事業 13億6,500万円 1億5,000万円 12.3％

公 営 企 業 会 計
40億4,581万円 △2億6,496万円 △6.1％

公 共 下 水 道 事 業

合　　　計 480億4,881万円 △13億2,296万円 △2.7％

令和 ３ 年度各会計の予算規模

一般会計予算歳入・歳出の状況

表中に記載の数値は、表示単位未満を四捨五入しています。

活
の
向
上
に
重
点
を
置
き
、
適
正

か
つ
的
確
な
予
算
執
行
を
望
み
、

令
和
３
年
度
予
算
に
賛
成
す
る
。

�

（
創
政
会
）

●
令
和
３
年
度
か
ら
市
総
合
計
画

２
０
３
０
が
ス
タ
ー
ト
し
、〝
つ
た

え
る
〟
を
大
切
に
す
る
ま
ち
〝
つ

な
が
る
〟
を
生
み
出
す
ま
ち
を
理

念
に
、「
育
て
る
」、「
稼
ぐ
」、「
支

え
る
」
の
基
本
方
針
に
基
づ
き
事

業
を
実
施
し
て
い
く
。「
育
て
る
」

で
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
用
品
の
購
入

に
使
用
で
き
る
、
に
こ
に
こ
･
し

あ
わ
せ
子
育
て
商
品
券
を
支
給

し
、
子
育
て
世
帯
を
経
済
的
に
支

援
す
る
。
本
市
で
子
育
て
を
し
た

い
と
い
う
世
帯
の
増
加
を
期
待
す

る
。光
綾
公
園
の
再
整
備
は
、多
目

的
球
場
建
設
や
駐
車
場
整
備
、
バ

ラ
園
整
備
の
準
備
を
行
う
。
適
切

な
執
行
管
理
の
下
、
遅
滞
な
く
進

み
、
魅
力
あ
ふ
れ
る
公
園
に
リ
ニ

ュ
ー
ア
ル
さ
れ
る
こ
と
を
望
む
。

「
稼
ぐ
」
で
は
、
中
小
企
業
診
断

士
が
指
導
・
助
言
す
る
中
小
製
造

企
業
を
増
や
し
、
経
営
改
善
に
つ

な
げ
る
。
急
速
に
進
む
デ
ジ
タ
ル

化
の
波
に
取
り
残
さ
れ
な
い
よ

う
、
積
極
的
に
助
言
す
る
こ
と
で

企
業
に
助
け
と
な
る
こ
と
を
期
待

す
る
。「
支
え
る
」
で
は
、
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
利
便
性
向
上
に

向
け
た
再
編
の
検
討
が
必
要
な
こ

と
か
ら
、
交
通
な
ど
に
関
す
る
市

民
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
や
解
析
を
行

う
。
地
域
に
合
っ
た
さ
ま
ざ
ま
な

移
動
手
段
の
検
討
を
望
む
。
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響

が
長
期
化
す
る
中
、
市
税
の
減
収

な
ど
厳
し
い
財
政
状
況
が
見
込
ま

れ
る
が
、
新
し
い
生
活
様
式
も
考

慮
し
た
施
策
に
よ
り
、
市
民
サ
ー

ビ
ス
を
第
一
に
考
え
て
い
る
予
算

と
評
価
し
、本
予
算
に
賛
成
す
る
。

�

（
公
明
党
）

●
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

に
よ
り
、
先
の
見
通
し
が
難
し
い

中
、令
和
３
年
度
予
算
は
、逆
風
に

負
け
る
こ
と
な
く
積
極
的
な
取
り

組
み
が
多
く
見
ら
れ
安
心
し
た
。

高
齢
者
の
就
労
や
社
会
参
加
を
促

進
す
る
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
シ
ニ
ア
応

援
事
業
で
は
、
高
齢
者
の
生
き
が

い
や
グ
ル
ー
プ
づ
く
り
ま
で
広
が

る
。
市
民
に
助
言
し
活
動
を
促
す

職
員
が
、
社
会
教
育
の
知
識
や
就

労
条
件
を
精
査
す
る
能
力
を
研
修

な
ど
で
高
め
、
高
齢
者
の
元
気
を

さ
ら
に
引
き
出
す
こ
と
を
期
待
す

る
。
生
活
困
窮
世
帯
へ
の
学
習
支

援
で
は
、
中
学
生
だ
け
に
と
ど
ま

ら
ず
、
高
校
生
ま
で
拡
大
す
る
。

高
校
中
退
者
が
１
人
で
も
減
少
す

る
よ
う
、見
守
り
や
育
成
を
願
う
。

子
ど
も
の
虐
待
予
防
か
ら
社
会
的

自
立
ま
で
を
包
括
的
・
継
続
的
に

支
援
す
る
子
ど
も
家
庭
総
合
支
援

拠
点
の
設
置
で
は
、
虐
待
に
よ
る

悲
劇
を
未
然
に
防
ぐ
シ
ス
テ
ム
が

稼
働
す
る
も
の
と
期
待
す
る
。
日

本
語
が
ほ
と
ん
ど
話
せ
な
い
外
国

人
市
民
を
対
象
に
、
県
や
他
市
と

連
携
し
て
取
り
組
む
初
期
日
本
語

教
育
モ
デ
ル
事
業
な
ど
は
、
共
に

生
き
る
社
会
づ
く
り
と
し
て
、
言

葉
の
壁
を
な
く
す
国
際
化
へ
の
歩

み
を
踏
み
出
す
と
評
価
す
る
。
綾

瀬
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ

が
２
年
度
中
に
開
通
す
る
が
、
開

通
後
の
道
路
整
備
や
道
の
駅
設
置

に
向
け
た
プ
ロ
セ
ス
な
ど
の
課
題

が
あ
る
。市
長
の
方
針
で
あ
る“
つ

な
が
る
”
を
生
み
出
す
ま
ち
を
大

切
に
、
事
業
が
推
進
さ
れ
る
こ
と

を
期
待
し
、本
予
算
に
賛
成
す
る
。

�

（
あ
や
せ
未
来
会
議
）

●
こ
れ
ま
で
、
土
木
費
の
予
算
構

成
比
が
20
％
を
超
え
る
年
も
あ
っ

た
が
、令
和
３
年
度
予
算
は
、12
・

２
％
に
下
が
っ
た
。
膨
大
な
維
持

費
が
か
か
る
光
綾
公
園
の
バ
ラ
園

や
市
役
所
前
に
渋
滞
を
誘
発
し
か

ね
な
い
道
の
駅
の
設
置
な
ど
を
進

め
て
い
る
が
、
大
き
な
開
発
事
業

は
行
わ
ず
、
こ
の
程
度
の
構
成
比

に
抑
え
る
こ
と
を
求
め
る
。
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
で
は
、
市

民
の
生
活
と
営
業
を
守
る
意
識
を

持
ち
、
県
と
の
役
割
分
担
を
乗
り

越
え
、
実
態
を
把
握
し
支
援
策
を

打
ち
出
す
こ
と
を
望
む
。
受
益
者

負
担
の
原
則
を
持
ち
出
し
、
公
民

館
な
ど
の
使
用
料
を
有
料
化
し
て

い
る
が
、
高
齢
者
の
サ
ー
ク
ル
活

動
は
、
介
護
予
防
の
効
果
が
期
待

で
き
、
医
療
費
な
ど
の
削
減
効
果

が
あ
る
た
め
、
無
料
に
す
べ
き
で

あ
る
。
図
書
館
な
ど
を
指
定
管
理

と
し
、
労
働
条
件
の
悪
化
を
招
い

て
い
る
こ
と
や
、
国
に
よ
る
国
民

監
視
強
化
と
個
人
情
報
流
出
の
危

険
が
あ
る
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
を

推
進
し
て
い
る
こ
と
な
ど
も
評
価

で
き
な
い
。
税
金
滞
納
者
へ
の
差

し
押
さ
え
が
増
え
て
い
る
が
、
悪

意
の
あ
る
市
民
だ
け
を
対
象
に
す

る
こ
と
を
望
む
。
厚
木
基
地
を
本

市
の
資
源
と
し
て
活
用
す
る
と
い

う
発
想
は
、
植
民
地
的
な
従
属
関

係
を
容
認
す
る
こ
と
に
つ
な
が

る
。
基
地
の
整
理
・
縮
小
・
返
還

を
強
く
打
ち
出
し
、
不
平
等
な
日

米
地
位
協
定
の
抜
本
的
な
改
定
運

動
を
起
こ
す
こ
と
を
求
め
る
。
市

民
の
暮
ら
し
と
命
を
守
る
こ
と
を

求
め
、
本
予
算
に
反
対
す
る
。

�

（
日
本
共
産
党
綾
瀬
市
議
団
）

※
（　

）
は
、
会
派
名
で
す
。

表中の△はマイナスを表しています。

歳 入 歳 出

44.4%

19.1%

12.6%

7.1%
4.6%
4.4%

1.0%

2.1%

2.7%2.0%

28.7%

22.2%

14.0%

12.4%

7.7%

7.1%
5.2%

1.4% 1.3%

市税
� １２４億８,３４３万円

扶助費
� 　８０億８,２１４万円

人件費
� 　６２億４,３６４万円

物件費
� ３９億２,３１６万円

補助費等
� 　３４億９,３２６万円

繰出金
� 　２１億６,６０３万円

公債費
� 　２０億　７３０万円

普通建設事業費
� 　１４億５,５５２万円

積立金
� 　３億９,６０５万円

その他
� 　３億６,２９０万円

国庫支出金
� ５３億８,１７５万円
交付金など
� ３５億２,９６６万円
県支出金
� １９億９,７８７万円
市債
� 　１２億９,５０８万円

繰入金
�　　２億８,５００万円

国有提供施設等
所在市町村助成
交付金等
� 　１２億３,８００万円

自
主
財
源

（
市
が
自
主
的
に
収
入
で
き
る
お
金
）

依
存
財
源

（
国
・
県
か
ら
交
付
さ
れ
た
り
借
り
入
れ
た
り
す
る
お
金
）

繰越金
 　６億円
寄附金
� ５億６,０３７万円
その他
� 　７億５,８８４万円

令和 3年（2021年） 5 月 第191号あ　や　せ　市　議　会　だ　よ　り （ 2）


